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工学・理学・医学など異なるバックグラウンドの研究者が集う学際的な研究チームの強
みを活かし、マイクロ・ナノスケールの物理現象を利用した新たな生物工学を生み出す
ことで、未解明の生命現象の理解を目指しています。

エレクトロポレーション法は細胞を
電場に暴露することで一時的に細胞
膜の分子透過性を上昇させ細胞内へ
外来分子を導入する汎用性の高い方
法です。私たちの研究室では、マイ
クロ・ナノスケールの集中電場を活
用したマイクロ・ナノエレクトロポ
レーションを利用し、新しい細胞解
析技術を開発しています。例えば、1

細胞の細胞質と核の高精度分画と次
世代RNA‐seqを融合したSINC‐
seq(Abdelmoez Genome Biol 2018)や
NanoSINC‐seq(Oguchi Sci Adv 2021)を開
発し、RNA分子の局在を1細胞解像度

かつ遺伝子網羅的に解析することを
可能にしました。現在私達の研究室
では、(1)時系列遺伝子発現解析法、
(2)細胞の力学的表現型と遺伝子発現8

の大規模解析法の二つを基盤技術と
して、細胞老化、幹細胞、がんにお
ける表現型と遺伝子制御の連成ダイ
ナミクスを1細胞解像度で理解するこ
とを目指しています。

図：マイクロスケールの集中電場を活用した細胞
膜の選択的破砕と細胞質分子の電場による抽出。
電場を活用することで細胞質分子を高純度で抽出
できる。特にRNAについては長さバイアスの少な
い細胞質RNA‐核RNAの分画を実現。次世代シーケ
ンス解析との融合により、1細胞解像度でありなが
ら遺伝子網羅的にRNAの局在解析が可能。




